






























る 93県 3）の場合を考えたい．人口 150万の93県は，
アメリカ・ニューヨーク市北部に位置する人口 140
万のブロンクスに喩えられるが，両者の 10 万人当
たりの殺人件数を 2013 年で比べると，93 県 1.7 人
（フランス本土 1.2人），ブロンクス 5.6人（アメリ
カ全土 4.5 人）で，犯罪発生率が通りごとに大きく
異なるとしても，圧倒的に 93 県の方が少ない（Le 





















































































































































県，93 県，94 県で構成される「小さな輪 la petite 
couronne」および遠郊（77県，78県，91県，95県で
構成される「大きな輪 la grande couronne」）に暮らす







































第 1図 イル=ド=フランス地方 

























































































第 1表 2012年大統領選第 1回投票の結果 
 
  ﾒﾗﾝｼｮﾝ ｵﾗﾝﾄﾞ ﾊﾞｲﾙｩ ｻﾙｺｼﾞ ﾙﾍﾟﾝ 
全国 11.10  28.63  9.13  27.18  17.90  
パリ 11.09  34.83  9.34  32.19  6.20  
92県 10.35  30.16  10.69  34.97  8.51  
93県 16.99  38.68  6.12  19.48  13.55  
94県 14.00  32.93  8.86  26.57  11.86  
78県 9.11  27.32  11.24  34.24  12.44  
91県 12.26  30.39  9.33  25.46  15.20  
全年齢 11  28   9  27  18  



































が 4名，FAPが 3名，MECが 2名，MEPが 1名，
FEC が 2 名，FEP が 1 名であり，男女ともアラブ=
アフリカ=アンティル系で富裕地域居住者は 0 名だ
った．なお居住県は，78県が 1名，91県が 3名，92

































   














































第 2表 13人の若者の郊外観 
 
名前，年齢 












  93県クリシィ=スゥ=ボワ➎ 




  92県ヌイイ=シュル=セーヌ⑬ 





  91県ジュヴィシィ=シュル=オルジュ⑨ 





  91県エヴリィ➐ 
M A P ± 郊外の若者 △経済的に違う，文化的には同じだ
が，ヌイイは違う 
カンデ，24歳 
  91県エヴリィ➐ 
F A P ＋ 郊外の若者 △文化的に同じ／ブルジョワ地域の
若者より二倍努力が必要 
ルイ，20歳 
  94県ノジョン=シュル=マルヌ⑭ 




  92県ブローニュ=ビヤンクール② 




  93県ボンディ➌ 
F A P ＋ 郊外の若者 ○生活が違う 
ンファンテ，20歳 
  94県クレテイユ➏ 
F A P ＋ 郊外の若者 ○社会環境で選択肢の数が違う 
ラファエル，22歳 
  93県ロマンヴィル⑮ 




  93県スタン⓰ 
M A P ± 郊外の若者 △社会や人生については同じように
考える 
ヴァンサン，22歳 
  92県アントニ➊ 





  78県シャトーフォール④ 


























































第 3図 郊外の若者評価 
 
 
第 4図 自身の帰属先意識 
 
 


































































































第 3表 13人の若者の発言の概要 
 
アラブ=アフリカ=アンティル系の若者 
¶ アブデル 22歳（93県クリシィ=スゥ=ボワ，MAP） 
⓪モロッコ系．10 歳でフランスに来て，クリシィ=スゥ=ボワのシェンヌ・ポワンテュ団地 A）に住み，職業バカロレア B）を取り，仏国籍








































¶ カンデ 24歳（91県エヴリィ，FAP） 
⓪父はマリ人で，1976 年にフランスに来た．私はフランス生まれで，両方の国籍を持っている．私は仏語の他，ソニンケ語，バン
バラ語を話し，2つの文化を有するが，それは利点．エヴリィの中層建築が並ぶ団地に育った．職業バカロレアの取得後に技術
バカロレア F）を取得し，社会指導員になるため私立学校で学んでいる．“Permis de Vivre la VilleG）”という社会団体に参加し，郊
外の若者の手助けをするとともに，2007年出版の“シテのレクシック Lexik des citésH）”の編集にも加わった．父はパリの高級料理



















































































¶ ヴァンサン 22歳（92県アントニ，MAP） 
⓪父はアルジェリア人で，母はスペイン人．僕はフランス生まれのフランス人で，自由・平等・博愛の価値観を共有するし，国籍は







































¶ シャルロット 24歳（92県ヌイイ=シュル=セーヌ，FEC） 
⓪父親はニュージーランド人で，仏国籍はない．ずっとヌイイ=シュル=セーヌで暮らしてきたが，パリへ引っ越す予定．すべて私














































































































































A）2005 年に 93県のクリシィ=スゥ=ボワから全国に拡大した暴動は，次の出来事が発端だった．10月 27日，郊外団地の少年達は，競技場でサ
ッカーをした後，連れだって家へ帰る途中だったが，それを見た市民が不審に感じて通報したので，警察が来た．少年達は，日常から警察の
行為に疑問を持っているので，逃げた．チュニジア系の 17歳ズィエッド・ベナZyed Benna，モーリタニア系の 15歳ブナ・トラオレBouna Traoré，
クルド系の 17 歳ムイッタン・アルタンMuhittin Altunの 3 人は変電所に逃げ込み，ズィエッドとブナが感電死し，ムイッタンが重傷を負った．感
電死した少年が住んでいたのがクリシィ=スゥ=ボワのシェンヌ・ポワンテュ団地で，暴動もそこから始まった． 












J）「ボワット・シス boîte de 6」は，6人くらい乗れる箱ということで，ワンボックス型の警察車両を指す．詳しくは Lexik des cités, p.71を参照． 
K）「ウェシュウェシュwesh wesh」は，「シテ言葉」のことを指す．「ウェシュwesh」については，注 24）を参照． 
L）「HLM」は低家賃集合住宅Habitation à loyer modéréのことで，社会住宅会社が公的に提供するもの．郊外団地は基本的に HLM． 
M）「バーbarre」は横長の大型アパートで，外観は第 2図を参照．編集者が若者のプロフィールを書く際に誤って「バー」としたのかもしれない． 
N）郊外団地では大型の建物を取り壊す再生事業が多いが，その際の行政と住民の見解は，森（2014 , pp.145-192）が詳しく調べている． 
O）「タワーtour」は縦長の高層アパートで，外観は第 2図を参照． 
P）「キフェ kiffer」は，注 24）を参照． 
Q）「普通バカロレア baccalauréat général」は，高校の普通科の生徒を対象とした高校段階修了資格で，取得者の多くは人文科学，社会科学，自
然科学の方面で勉強を続ける． 
R）「失せろ，バカ casse-toi pauv’con」は，注 27）を参照． 
S）庶民的な地域の多い 94 県だが，「サンモール（サンモール=デ=フォッセ）」は例外的に非常に裕福な町として知られている．「ヴァンセンヌ」も
森に隣接して居住環境の良い町とされる． 








U）「フランス・キュルチュール France Culture」も，「フラン・サンフォ France Infos」も FM 局で，日本で言えば前者は NHKの教育番組，後者は総
合番組に近いが，NHKよりも，それぞれはるかに教養とニュースに特化している． 
V）「RER」は Réseau Express Régionalの略で，パリ中心とパリ郊外を縦横に結んでいる近郊高速鉄道網のこと．郊外団地の若者はこれを使って郊
外からパリに出掛けることが多い． 
W）「パリ 16区」はパリで最もブルジョワ的な空間を象徴する場所．  
X）「フェニックス Phoenix」は，豊かな郊外であるヴェルサイユ周辺の若者によって 1999年に結成されたポップな音楽グループ． 
Y）「ボボ Bobo」は「ブルジョワ＆ボヘミアン bourgeois-bohème」のことで，年齢が比較的若く，収入がそれなりにあり，知的な流行や文化的な事柄
に関心の高い人々を指す．都市中心部の古い地区に移り住み，ジェントリフィケーションを進める層になる場合が多い． 





第 4表 アラブ=アフリカ=アンティル系の若者の捉え方 
 
名前，年齢，民族 

























































































































































































第 5表 ヨーロッパ系の若者の捉え方 
 
名前，年齢，民族 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































Permis de Vivre la Ville23）」が中心となり，エヴリィの


























あるバンバラ語の「何もない」を意味する「il y a foyi」


































































































































































































































を引き受けなければならない"．（«À cœur ouvert de 




ィMiss Oumy à Cœur Ouvert」が，セネガルで 2つの
支援策を計画している．その 1つは「１家族に１菜














ンド紙に 2012 年 10 月 16 日付け記事として書くこ




















































































































































ヴァル=ド=マルヌ県は 94 県，オ=ド=セーヌ県は 92
県，ヴァル=ドワーズ県は 95県，セーヌ=エ=マルヌ県
























































動 1 名，2008 年のサルコジの暴言 1 名，ヨーロッパ
系では，2002 年大統領選の決選にルペンが残ったこ
と 3名，2008年のオバマ大統領の誕生 2名，2010年






は 13.59%，94県は 11.50%，78県は 12.92%で変わら




























































 22）書誌情報は次のとおり．Équipe Permis de Vivre la Ville, 
Lexik des cités. Fleuve Noir, 2007, 363p. 
 23）当団体の活動は http://banlieues-creatives.org/portfolio-
items/permis-de-vivre-la-ville/で説明されている．なお，












がクレオール語で「Mwa ka fé ça（私はそれする）」，
「Mwa ka di ça（私がそう言う）」と言うので，「アンテ
ィル人」の意味になった．「t’inquiète」は，正式な仏語














 26）Paroles libres de… jeunes de banlieue, p.213-214. 
 27）2008年 2月 23日の国際農業フェアで，訪問者の 1
人に「触るな，汚らわしい」と言われ，サルコジは「失
せろ，バカ」と反応した（Olivier Beaumont, «L'algara
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